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1. はじめに 

平成14年に建設リサイクル法が施行され、リ

サイクル製品の使用が推進されてきた。また、

環境負荷の小さい建材の普及方策として、エコ

マーク1）、グリーン購入法2）、BCJアグレマン事

業3）などの認証制度があり、建材を含めた建物

全体の環境性能評価としてCASBEE 4）がある。

さらに、37箇所（2011年2月時点）の自治体で

独自に環境負荷の小さい建材の認定基準を策

定しており5）、建材も多様な視点から環境負荷

削減性能を求められるようになっている。 

一方、環境負荷が小さい建材を「エコマテリ

アル」と呼ぶことが多いが、評価手法により、

評価の視点や基準が異なることもあり、評価手

法によって評価結果に差が出る場合もあった。6）

その結果、特に種類の多い仕上材料について

は、設計者が合理的に環境負荷の小さい建材を

選定することが難しい場合もあった。また、従

来、環境負荷の小さい建材としては躯体材料が

対象となることが多かったが、標準的な建物

で、仕上材料の重量の割合は、RC造で約18%、S

造で約16%と躯体の約1/5を占めており、かつ、

建築資材からのCO2排出量の内、仕上材料からの

CO2排出量は、RC造で約24%、S造で約18%を占め

るという研究結果7）（注1）もあるので、仕上材料

に関する環境負荷削減努力を無視できないも

のと考えた。 

そこで、本研究では、設計者が合理的に環境

負荷の小さい仕上材料を選定できるようにす

ることを目的とし、仕上材料を対象とした総合

環境性能評価ツールの開発を実施している。本

報は、既存評価手法をもとに評価項目を検討

し、仕上材料の環境性能に関するアンケートと

その結果をもとにした評価基準設定を行った

ので報告する。 

2. 評価項目の検討 

仕上材料に関わる既存の環境性能評価手法

における評価項目を表-1にまとめる。今回新た

に検討する評価項目（以下、新規評価項目）は、

既存評価手法における評価項目の内、地球温暖

化現象をはじめとする敷地外における環境問

題の改善性が緊急の課題と考え、敷地外の環境
 

 問題の改善性に関する項目を抽出し、敷地内にお

ける環境問題や防災性に関する性能は対象外と

した。新規評価項目を表-2に示す。新規評価項目

は大項目として、省資源、地域環境、地球環境を

設定し、具体的な評価項目として小項目を設定し

た。各項目の内容を以下に示す。 

2.1 省資源 

既存の評価手法の耐久性、再生資源、木材使用

に関する項目を参考に、ライフサイクルで非再生

性資源の消費量を削減し、非再生性資源のピーク

アウト回避や最終処分場不足の回避等に寄与で

きる性能を評価する項目として「省資源」を設定

した。さらに、小項目として、物理的な耐用年数

により耐久性を評価する「長寿命性」、リサイク

ル材の含有状況を評価する「リサイクル材」、再

生可能材料（注2）含有の有無を評価する「再生可能

材料」、工法により解体時の分別のし易さを評価

する「その他の取り組み」を設定した。 

 

表-1 各評価項目のまとめ 
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BCJ 
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新規評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○

 
表-2 新規評価項目 

大項目 小項目 

1 省資源 

1-1 長寿命性 

1-2 リサイクル材 

1-3 再生可能材料 

1-4 その他の取り組み 

（解体時の分別のし易さ） 

2 地域環境 2-1 健康被害のある物質の使用回避 

3 地球環境 

3-1 フロン・ハロンの使用抑制 

3-2 製造時の CO2排出量 

3-3 運用時の CO2排出量 
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2.2 地域環境 

既存の評価手法の有害物質に関する項目を

参考に、解体後における地域の土壌、水、空気

への汚染物質排出量削減性能を評価する項目

として、「地域環境」を設定した。評価は、化

学物質排出把握管理促進法に定められている

第一種、二種指定化学物質の有無により評価す

ることとした。 

2.3 地球環境 

既存の評価手法のオゾン層破壊、地球温暖

化、ライフサイクル、熱伝導率に関する項目を

参考に、ライフサイクルでの地球環境への汚染

物質排出量削減性を評価する項目として「地球

環境」を設定した。さらに、小項目として、フ

ロン・ハロン含有の有無を評価する「フロン・

ハロンの使用抑制」、製造時の化石燃料消費に

よるCO2排出量の削減性を評価する「製造時の

CO2排出量」、日射遮蔽性能などの向上に寄与

するか否かにより運用時のCO2排出量の削減性

を評価する「運用時のCO2排出量」を設定した。

3. 評価基準の設定 

3.1 仕上材料の分類 

仕上材料は多岐にわたるが、設計者がエコマ

テリアルの使用を検討する場合、使用部位に合

わせて選定されている。また、仕上材料は使用

箇所によって性能が異なることが一般的であ

る。そこで、評価基準は部位ごとに設定するこ

とが合理的であると考えた。設定した仕上材料

の分類を表-3に示す。分類は、最初に内装と外

装に分け、その中で天井・壁、床、屋上に分類

し、さらに下地材と仕上材に分け、合計7項目

に分類することとした。 

3.2 アンケート調査 

表-3の分類にしたがって、約100製品を抽出

し、表-2に示した評価項目にしたがって環境性

能に関するアンケート調査を実施した。アンケ

ートは仕上材料のメーカーに対し、2010年8月

から12月に実施し、計71製品について回答を得

られた。 

3.3 評価基準設定 

アンケート結果より、表-3で示した分類ごと

に評価基準を設定した。評価の段階は、各仕上

材料の環境性能に関する優劣を明確にするた

め、環境性能の高い材料、標準的な材料、環境

性能に劣る材料の3段階で評価することとし

た。また、各段階に該当する値は、アンケート

結果をもとに設定した。表-4に各段階のアンケ

ート結果の分布を示す。この結果から、分類3

と分類7は標準的な材料が1割程度となったが、

環境性能の高い材料と低い材料は同等の値と

なった。他の分類はいずれも約4：2：4とほぼ

同様の結果となった。以上より、環境性能を3 

 段階で評価することで、概ね部位毎に仕上材料の

環境性能の優劣を比較できることを確認した。 

 

表-3 仕上材料の分類 

分類 使用場所 

1 

内装 

天井・壁 
下地 

2 仕上げ 

3 
床 

下地 

4 仕上げ 

5 

外装 

屋上 － 

6 
壁 

下地 

7 仕上げ 

 

表-4 アンケートの結果の分布 

環境

性能

回答数率（％） 

分類 1 分類 2 分類 3 分類 4 分類 5 分類 6 分類 7

高い 38 40 45 40 37 48 42

標準 25 17 11 18 19 17 9 

低い 37 42 45 42 44 35 49

 
4. まとめ 

本研究では設計者が合理的に環境負荷の小さ

い仕上材料を選定できるようにすることを目的

とし、既存評価手法をもとに評価項目を検討し、

アンケートに基づいた評価基準設定を行った。今

後は、各評価項目の重みづけの検討や評価対象の

拡張を進める予定である。 
 

【注釈】 

（注 1）仕上材料からの CO2排出量の割合は、リサイクル材な

どの使用状況によっても異なることがわかっており、文献 1)

では、標準的なケースとリサイクル材を使用したケースに関

する知見を得ている。尚、本研究では標準的なケースの値を

引用した。 

（注 2）再生可能材料とは、持続可能な森林から産出された

木材や羊毛など、生成速度が、消費速度と比較して比較的早

いと考えられるものを指すものとした。 
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